
え りも研 究 ・第4号 ・2007

え り も の 方 言(そ の1)

小川 と く子1)新 松 隆1)新 松 信 子1)中 岡利 泰1)2)

は じめに

えりも町は江戸時代後半か ら、本州方面か らの移住者が徐々に増加 し、その出身地は東北地方、岩手県、

青森県、秋田県をはじめ、新潟県、富山県、石川県などが多いといわれている。また、本州各地区から直接

幌泉へ転居するのではなく、箱館を中心とする道南地方へ、まず移住 し、その後、景気のよい幌泉へ移住す

る先代も確認されている。

よって、えりも地域で話 されている言葉は、東北地方か ら北陸方面を源 としつつ、道南地方から浜言葉

(漁師言葉)も また、持ち込まれたと考えられる。

近年、交通網の発展、テレビや ラジオによる情報網の発達、教育の一元化などにより、地域独特の方言が

あまり使われなくなってきている。方言は、その地域の歴史、文化を象徴するものであり、地域の特性 を示

す重要な要素である。

本稿では、失われつつあるえりも地域特有の方言を、活字として記録することを目的とした。

採録は、日常の会話の上で特にえ りもらしい方言や表現を記録し、五十音順にまとめ、意味を記載した。

なお、一・部の人のみ使用している言葉、すでに使われなくなった言葉も含まれている。

あ行

あい

あいしもかぜ

あいなみ

あいひかだ

あい らしくない

あおつぶ

おか

あがかき

あがどり

あかば

あかべこ

あが りさまえ

あがる

あく

北の風

〈あいの朝凪、 くだりの夜凪:

えりも岬〉

北北東～北東の風

北の波

北西の風

可愛 くない

=い そつぶ、(貝)

丘 ・陸。海から見て浜辺に近い方。

船 内に入った水をす くい出す道

具。

=あ かがき、あかとり

アカバギ ンナンソウ(海 藻)

えりも短角牛(赤 毛短角牛)

あが りなさい

入学する

灰

あくど

おちびより

あっぺ

あとさり

あば

あひるにたまご

あぶらこ

あめる

あやこ

あわい

あんべ

いいふ りこき

いきあう

いくべ

いそかじか

いそがに

いそつぶ

かかと

落ちひより。天気が崩れる。

逆、反対

バック ・あとず さり

網につける浮き

返す気持ちはさらさらない

主にウサギアイナメ(魚)

腐る

お手玉

もう少し

いくそ

格好をつける

出会う

行こう

ギスカジカ(魚)

ハナサキガニ(動 物)

磯の岩礁にいる巻貝、

主にヒエゾボラ

1)え りも町郷土資料館N42。 の会

2)え りも町郷土資料館058-0203北 海道えりも町字新浜207 E-mail:erimomus@cocoa.ocn.ne.jp
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いっち ょまえ

いとの り

いわ の り

うだで

うの と り

うまっこ

うめ～か～

うんだかきつぶれたでもない

え

えだばた

おかまわ り

おがる

おそい

おっか

おっかちゃ

おっかない

おっちゃ

おっと

おつねん

おつねんむ こ

おど

おどっちゃ

おば のり

おぼえたころ

おもて

おんばいろ

一人前

冬、岩 につ く細長 い 「の り」 の一

種、スサ ビノ リと思われ る。

(海藻)

冬、岩 につ く 「の り」。(海 藻)

非常 に、 ものす ごい

ウミウな ど(鳥)

お年玉

お いしいか?

音沙汰が ない

家

コンブ採取時 に、旗元 の合図を、

隣か ら次 へ伝 える立場 の人。

陸 でコ ンブ干 しの作業 をする人、

またはそ の仕事。

大き くなる、生える、

粗 末な

お母さん

お母 さん

恐 ろしい

お父 さん

お父 さん、オ ッ トセイ(動 物)

越年、冬 を越 える こと。越冬。

冬 中、

越 年婿、 なまけ もの、たい して働

かない。 冬 ・出稼 ぎ に来た時だけ

の婿、夫 とな る人、春 にな ると故

郷へ帰 って いくので役 に立たな い

人の こと。

叔父 さん

父 さん

10月 頃 に岩 につ く 「の り」 の一

種(海 藻)

覚えた頃、学んだ頃

へ さき、船首

オオ ウバユ リ(植 物)

お らほ

おんちゃ

か行

自分のうち ・家族

弟

かいた 束ねる

かいねえ 仕事ができない ・役立たず

かいべつ キャベツ(野 菜)

かえっちゃ 裏返 し

かおばかおにする 怒りの表情

がおる 弱る

かか お母さん

かかんベ コンブの根

かげ 裏側

かしがる 傾く

かしゃがる 働く、稼ぐ

かしわぎ カシワの木(植 物)

かじる 担 ぐ(か つ ぐ)

がせね 幼い ・わかんないもんだ

かたい ウニがしっかり岩にくっついてい

る、<が んぜがかたい=海 が時化

る前兆〉

かたる 結婚する、しゃべる、同行する、

<か たって行った=み んなで行っ

た、同行して行った〉

がちゃぼん 井戸の手押 しポンプ

かっか 母さん

かっちゃ 母さん

かっちゃく ひっかく

かっつく おいつく

がっぱ 木製の女子用履物(下 駄の一種)

かっぱがる ひっくりかえる

か～ね～か～ 食べないか?

かぶた 昆布の根、コンブの根づいた石

かます む しろを袋状にしたもの。

かきまぜる。
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かまど

かまどかえす

かみ(上)

かみぎり

かみつっこみ

かみは らいしお

か らが く

か らすがい

からっぼやみ

がんぜ

がんつ

かんかい

がんび

きなんぼ う

きみ

きもや く

くさる

くだ り

くだ りひかた

くろがい

け

けあぶない

けこんぶ

けさまえ

けっぱる

ける

げんのう

○○○こ

家計

家計 をだめ にす る。

自分 のいると ころ(中 心)よ り様

似側

シ ャチ(動 物)

上突っ込 み、上側か ら丘へ流れる

潮流。(え りも岬)

上は らい潮、上側か ら丘 に沿 って流

れ、沖へ出て行 く潮流。(えりも岬)

結ぶ ・ロー プをか ける、縛 る。

イガイ の仲 間(=ま る こ一、 ひい

よ りがい、 くろがい)(貝)

怠け者、何 も考えていない、

役 に立たな い

エゾパ フンウニ(動 物)

ナガヅカ(魚)

コマイ(コ マイ の干物)(魚)

シラカバやダ ケカンバ(植 物)

マンボウ(魚)

トウモロコシ(野 菜)

腹 をたてる

化膿 する

南風

南南西～南西の風

イガイの仲間(=ま るこ一、ひい

よ りが い、か らすが い)(貝)

食べ る、食べ る

危な い

表面 に胞子嚢が形成 されて いるコ

ンブ

食 べなさい

がんば る

あげる

金槌

例 「すず めっ こ」小 さい動物な ど

の名称の語尾 に 「こ」 をつけて、

こけ

こけのみ

こしょい も

こだ

こつこ

こっすぺ ない

ごっぺかえす

このましい

ごみ

ごむ

ごめ

こわみとり

こんにゃろこいや

こんぶまるき

ごんぼほる

さ行

えりも研究 ・第4号 ・2007

かわ いい感 じをだす。

コンブ の表面 の胞子嚢が成熟 し胞

子 を出 したコンブ。 毛がつ いてい

るよ うに見 える。

ガ ンコウ ランの実(植 物)

ジャガイモ(植 物)

浜 に打ち上げ られた海藻

動物 の子 ども、赤 ちゃん、卵

ず るいが しこい

失敗す る。(お こる。)期 待 を裏切

られシ ョックを受 ける。

うらやま しい

拾 って もお金 にな らな い海藻

スガモ(海 草)

カモ メ類(鳥)

疲れが とれ る

このや ろ～!

昆布 を 出荷 す るた め に20kgに ま

とめる作 業。

だだ こね る

さいごっぺ

さいもつ

さがる

さぐり

さし

ざつかいそ う

ざらめ

さるがに

され

さんぱ

しおいっぱい

しおがある

一番最後

おかず

卒業する

家の外壁

定規 ・ものさし

雑海藻、お金にならない海藻

スジメ、(=わ かめ)(海 藻)

ザ リガニ(動 物)

どきなさい

昔:動 力のない艀船。現在:サ ケ

定置網漁船のことをさす。

潮いっぱい、満潮時

潮がある、潮が引いている
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い

ぶ

か

ぜ

ん

た

き

か

こ

が

し

ひ

た

み

お

お

お

か

じ

ず

し

し

し

し

じ

し

ぶ

ゆ

ん

け

ち

こ

き

つ

つ

い

い

た

た

の

な

な

し

し

し

し

し

ぶんこ

り

ね

ば

し

し

ぜか

も

も

し

し

おしもし

みこつつもし

ぶん

い

り

ぶ

こ

こ

.ほ

る

ぱ

め

ん

く

つ

つ

べ

つ

の

こ

や

や

や

や

よ

よ

ろ

し

し

し

し

じ

じ

し

が

げ

す

す

潮が高 い、満潮 の状態

(・=しおひ き)

潮引き、潮が引いている、干潮の状態

(=ひ かた)、 南風

じいさん

沈み コンブ、岩か ら離れ て海 中に

沈 んで いるコンブ

吹雪

バイバイ、 さよ うな ら

そ の期 間が終 るまで

ち ょっ と硬 い、 筋がある

一 日で干せず、 小屋 な どに入れた

昆布

=し ない こんぶ

沈 み コンブ を船 に引き上げ る4本

錨状の道具。

下、 自分の いるところ(中 心)よ

り広尾側

北東～東 の風。 とて も強 く吹 く北

風(え りも岬)

下潮、下側 か ら流れ て くる潮流。

(え りも岬)

下突 っ込 み、下側 か ら丘側 へ流れ

て くる潮 流。(え りも岬)

尺 コンブ、105cmの 長 さのコンブ。

冷たい

帽子

ものを言 う

意地 を張 る

船底 の水 を抜 く穴 をふ さ ぐ栓

白 こんぶ、 上手に乾 かず表 面が 白

くなった昆布

つ らら、氷

=す げ くさ、正月飾 りの"と しな"

に使 うカヤ ツ リグサ 科 ホ タル イ

(植物)

すげ ぐさ

すけそ

す し

すっぱねる

すなびき

すなほろき

ずんずん

せかせる

せき

せくな

ぜんこ

ぞうのみ

そった らべっこ

た行

=す げ(植 物)

スケ トウダ ラ(魚)

飯ず し

泥 をはね る

コ ンブ干 しの際、砂利 がコ ンブに

引っ付かないよ うに、 コ ンブを少

し引 くこと。

=す なびき ・

どん どん

急 がせる

小川、小 さい沢、(せ ぎ)

急 ぐな

お金

ガマズ ミの実(植 物)

ほんの少 し

だいす

たがえる

たかじ

たかじょう

たかのは

たけの こ

だっこのみ

たびのひ と

たまかぜ

た まげた～

た まっこ

たんぶ

ちゃちゃ ら

ちゃっ こい

ち ょうち ょがい

一ス イ バ の新葉(植 物)

抱きかかえる

地下足袋

=た かじ、地下足袋

マツカワ(魚)

ね まが り(チ シマザサ)の 新芽

(植物)

キンミズヒキやミズヒキなどの衣

服につ く植物の種子のこと、(植

物)

旅の人、他所から来た人

北北西～北西の風

びっくりした

お小遣い、お年玉、

継ぎ

雑昆布

小さい

ちょうちょ貝、(貝)
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ちょっ こしま

ち ょっ とされ

ち ょべ っ と

つぎば た

つっぱね

つっかけられる

つみつくる

つぶ

つ らつけねえ

てが ら

て っか い こ

て っか え し

て っか し

てっか り

てっけし

でなづき

でなんづき

てぼっこ

でめん

でめんとり

てまか り

てんこもり

とうべつか じか

とかちもの

とか ちや ませ

とっか り

とっちゃ

オオバンピザラガイの背板

少 しの間

よけろ

少し

継ぎ旗。=枝 旗。コンブ採取の操

業の合図を知らせる旗、またはそ

の役目の人。

泥をはねる

追いつかれる、急がされる

疲れる

巻貝

あつかましい

生乾きのコンブを小屋に入れるた

めに結んだもの。

ニてっかし

=て っか し

親指だけが分かれている手袋(手

のひらの部分に刺子がなされ丈夫

になっている)

火

=て っか し

おでこ ・額

=で なづき

手ぼっこ、親指だけが分かれてい

る手袋

賃金労働、賃金労働者

賃金労働者、賃金労働

頼んで手伝ってもらうこと。

山盛 り

=と んべつか じか、ケムシカジカ

(魚)

十勝もの、東風(歌 別)。

北東の風(え りも岬)

北東の風(え りも岬)

アザラシ(動 物)

父さん

どっぷ り

どて(土 手)

となりつぎ

とも

とんが

どんぐい

とんべつかじか

な行

えりも研究 ・第4号 ・2007

いっぱ い、 たっぷ り

建物 の周 りに風 よけのために土 を

積 み上げ た もの(え りも特有)

隣 り継ぎ、 コンブ採取の合図 を継

ぎか ら継ぎへ と連絡 していくこと。

船 尾

鍬

オオイ タ ドリ(植 物)

=と うべつかじか、ケムシカジカ(魚)

ながまる

なげる

なら

なんぼ

なんもない

にい

におう

にし

にしたまかぜ

にしひかだ

にゃんこのめ

にんべ

ぬくい

ぬた

ねねつぶ

ねまがり

ねまる

ねんね

のたばる

のっつり

横 にな る

捨て る

主 にミズナラ(植 物)

い くら

気 に しない

兄

(=に お)エ ゾニュウの新芽

(植物)

西風

西北西

西風

ネコの 目、驚 いて眼を丸 くす る、

あ りえない こと

まっす ぐでない、 ゆがんでる

暖 かい

魚 の腹 わた ・内臓

・=いそ つぶ、 あおつぶ、(貝)

または、 チヂ ミエゾボラな どの小

さい巻貝。

チシマザサ(植 物)

すわ る、横 になる、楽 にす る

姉

うつぶせ

た くさん
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のな

のめ くる

の り

は行

キタムラサキウニ(動 物)

前のめり

=い わのり

ひ らま くり

ひろいこんぶ

ば くる

は しってあるけ!

はせ

はせがけ

はたくう

はたもと

はた り

はちたん

ば ちっ こ

はっか く

は っちゃき

はな さき

ばば

はらいしお

ばんき り

ひがし

ひかた

ひたけ

ひとめ

ひよ りがい

交換する

いそげ!

コンブを干す干竿

(「稲架:は せ」からきている。)

はせにコンブを干す こと

コンブ採取の際、コンブを降ろし

に行く途中、コンブを降ろす最中、

コンブ採 り場所に向かう途中に、

コンブ採取終了の合図が出ること。

旗元、コンブ採集をその日に行うか

中止するか、何時に旗をあげ、旗を降

ろすか、決めて最初に合図を出す人。

周り

お客様が飲むグラス

末っ子

トクビレ(魚)

一所懸命に

花咲き、コンブの表面にうまみ成

分が大きな結晶となって花が咲い

たように見えること、またはその

昆布

ばあさん

は らい潮、陸の方か ら沖へ流れる

潮流

いつも

東風

南西～西南西の風。

火焚け、火をもやせ、

人見知 り

イガイの仲間(=ま るこ一、か ら

びん こ

ふなかぶ り

ぶ りこ

ふるう

ふんごむ

へいよう

べ こ

へ らか らい

べうかじか

ほいど

ほくせいまわ り

ぼっこ

ほとり

ほまち

ぼ りぼ り

ほんだか

ぼんでん

ま行

すが い、 くろが い)(貝)

ひ ら:急 な斜面、まくり:切 った

材を斜面か ら落 とす こと。薪 などを

急 な斜面 を使 って下 に落 とす こと。

岩 か ら離れ て浜 に打ち上げ られた

コンブを拾 うこと

魚体 の小 さいサ ケ(魚)

船かぶ り、転覆す る こと。

ハ タハ タの卵塊(魚)

震え る

踏み込む

コ ンブ採取 の際、 かぎ竿 とね じり

竿 どち らで採 って もいいが、区域

は決 め られ ている。

牛

つ らい・しんどい、ひ どい 目にあっ

た、だ まされ た、 にが い

川 に棲息す るハナ カジカ(魚)

もの も らい

北西 まわ り、北西の風

親指だ けが分かれて いる手袋

ぬ くみ ・温かみ

へそ くり

ナ ラタケ(き の こ)

そ うですか

大 きな浮 玉、網 を入れた位 置を示

す 目印(棒 ・旗 がついた浮 き)

まかたしない

まかす

まかなう

まき り

まく らう

採算がとれない

(水を)こ ぼす

装う ・出かける用意をする、仕度

する、準備する

小刀

食べる
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まくる めくる

まくれる 急 ぐ ・とばす

まぜ とり コンブを採取する際に、かぎどり

でもねじりどりでもよいこと

まちゃまちゃするな もたもたするな

まっけ

まった ぐ

まな く

まるく

まるこ一

まんさく

まんま

みずあか

みずぶね

みった くない

みなみやませ

みみ

みみのり

むい

む こうか し

むった り

めん こい

めん こくな い

もち ょこい

もと

や行

渚近 くに沈 みたまっているコ ンブ

を引き寄せ る3本 爪 の投げ道 具

また ぐ

眼

束ね る、 コンブ の結束。

イガイ の仲間(=ひ いよ りが い、

か らす がい、 くろがい))(貝)

フクジュソウ(植 物)

ごはん

=こ け。 コンブの胞子嚢が成長 し

た もの、その コンブ。

水船、 コンブ採取 の際、船 をひ っ

くかえ した り、船 内 に海水 を入れ

て しまう こと。

み に くい

南東 ～南南東 の風

エゾツノマタ(ク ロバギ ンナ ンソ

ウ:海 藻 の一種)

ギ ンナ ンソウにつ く 「の り」 の一

種(海 藻)

オオバ ンピザ ラガイ(貝)

向かい側

いつ も

かわ いい

可愛 らしくな い

くす ぐった い

もともと

やっとせい

やませ

やまのかみ

やむ

やめれ

ゆいっこ

ゆずのは

ゆるくない

ら行

えりも研究 ・第4号 ・2007

早 くしろ(急 がせる時)

東風、北～東～南南東か ら吹 く風。

庶野 の岬か ら吹 く風(え りも岬)。

<や ませか ら北 になる と凪 る:え

りも岬 〉<や ませ か ら南になる と

時化 る:え りも岬〉

オニカ ジカ(魚)

痛む ・さぼ りたが る

や めな さい

暗黙 の了解 で手伝 うこと、手伝 う

人

エゾユズ リハの葉(植 物)

容易でない

らいある

ろくたん

わ行

距離がある

女の子が飲むグラス

わかめ

わさこ

わらし

わらじ

わ らしっこ

わ らしゃんど

わ らずか

われ

わんずか

ん

スジメ、(=ざ らめ)(海 藻)

本気でない

子 ども

(=わ らし)

(=わ らし)

子 どもた ち

(=が んず)、 ナガヅカ

私

少 し

や っ と 早く

んだ

んだか～

そ うだ

そ うか～
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